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１．本部ＤＸ担当者の育成 

 信用金庫の業務運営に必要なＤＸ人材とし

て「本部ＤＸ担当者」の配置がある。同担当者

に求められる能力には、ＤＸビジネスなどの計

画策定やベンダー企業への適切な指示（発注）

が挙げられる。また、自金庫内のＤＸビジネス

に関する旗振り役として、強いリーダーシップ

や課題解決力・交渉力も不可欠と言われる。 

 地域銀行に目を向けると、同担当者を育成す

べく企画部門などの行員を外部ＩＴ企業に派

遣する動きがある。そこで本稿では、株式会社

プラチナ・コンシェルジュが地域銀行向けに提

供する「リモッチ」を紹介する。 

 

２．「リモッチ」について 

（１）同社の概要 

 株式会社プラチナ・コンシェルジュは、ファ

イナンシャルプランニング業務やキャリア・ラ

イフプランに関するコンサルティング業務、講

習会・研修会・セミナーなどの企画・開催およ

び運営を行う企業である（図表１）。同社は、金

融機関を主要顧客とし、全信協研修所や個別信

用金庫向けの研修実績も豊富である。 

（図表１）会社概要 

社 名 株式会社プラチナ・コンシェルジュ 

所在地 東京都千代田区二番町 

設 立 2007年 9月 

Ｈ Ｐ https://pt-con.jp/ 

（備考）図表１から３まで同社資料より信金中央 

    金庫 地域・中小企業研究所作成 

（２）提供の経緯 

 ここ数年、地域銀行からＤＸ人材の育成に関

する相談が目立つようになった。そこで同社は

自社の得意分野を勘案した研修プログラムの

開発を検討し、2021 年 10 月の「リモートによ

るＤＸ・変革人材育成プログラム（リモッチ）」

の提供開始に至った。 

 

３．リモッチの内容 

（１）仕組み・特徴 

 リモッチは、「Remoto」と「Swiching」の造語

で、地域銀行の未来を担う若手行員を先進的な

ベンチャー企業に一時的に移籍させ、成長を促

す実践的な研修プログラムとなる（図表２）。同

社ではＤＸ人材をシステム開発要員と捉えず、

行内のＤＸ推進役や、顧客向けにＤＸビジネス

の企画立案ができる人材と位置付ける。そのた
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ポイント 

 信用金庫が持続可能なビジネスモデルを構築するうえで、ＤＸビジネスの旗振り役となる「本部

ＤＸ担当者」の配置が求められる。 

 地域銀行のなかには、同担当者の育成を目的に企画部門などに所属する若手リーダーや幹部候補

生を外部ＩＴ企業に派遣する動きがある。 

 株式会社プラチナ・コンシェルジュは、2021年 10 月より「リモートによるＤＸ・変革人材育成

プログラム（リモッチ）」の提供を開始した。 

 既に同プログラムを活用し、都内ＩＴベンチャー企業に行員を派遣中の地域銀行もある。同社で

はコロナ禍が落ち着くであろう 2022年度以降、リモッチの導入行が増えると予想する。 
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め派遣対象者をシステム部門限定ではなく、企

画部門の若手リーダーなどと想定する。 

 リモッチの概要・流れは図表２、３のとおり

で、中心は６か月～１年間のＩＴベンチャー企

業への派遣となる。従来型の出向研修の場合、

派遣先で勉強するに留まるが、リモッチは派遣

先で当事者として業務に携わるなかで実践的

な能力を養うことを重視している。 

 リモッチの特徴は、派遣期間のうち最初の１

～３か月間は派遣先企業に赴き対面で業務を

行うが、それ以降はリモートワーク中心に移行

する点である。これは、①社会全体でリモート

ワークが一般化するなか、②派遣者にも本格的

なリモーワークを経験させる価値があると考

えたためである。 

 なお、派遣先の企業の選定、派遣期間、リモ

ートワークの有無などは個別相談となる。 

（２）導入状況 

 2021 年 11 月よりリモッチを利用して都内の

ＩＴベンチャー企業に行員を派遣中の地域銀

行がある。同社によると、派遣者は自宅などを

利用してリモートワークにもチャレンジして

いるとのこと。 

 リモッチに対する地域銀行などの反応は良

く、同社ではコロナ禍が落ち着くであろう 2022

年度以降、導入行が増えると見込んでいる。 

 

４．今後の展開など 

 リモッチは地域銀行向けに開発した研修プ

ログラムだが、同社では今後はニーズのある信

用金庫や事業会社にも提案したいとする。 

                 以 上 

（図表２）リモッチの概要 

プログラム名 リモッチ（リモートによるＤＸ・変革人材育成プログラム） 

目  的 
変革力・ＡＩ/ＩＴ活用スキル・スピード感・他業種・他社とのコラボレーション

力等の習得 

対  象 若手リーダーまたはその候補・マネジメント層 

行  先 
ＩＴベンチャー企業：身に付けたいスキルや分野など希望に沿うベンチャー企業

を同社から数社提案し、その中から選択可能 

期  間 半年～１年程度 

働 き 方 フルタイム（リアル＆リモートワーク） 

 

（図表３）リモッチの流れ（例） 

 

 

 

地域銀行 ＩＴベンチャー同社

マッチング
（条件合わせ・契約等）

変革人材やAI/ITを活用で
きる人材を育成したい

ビジネス拡大のために社
員を受け入れたい

Ⅰ．出張研修（１～３か月）
研修対象の行員はベンチャー企業に赴き、企業・業界理解、業務の進め方、ツール操作を覚えたりし
ながら、関係構築などを行う（この間に詳細な育成計画チェックリスト作成）。

Ⅱ．リモート・ワーク（約半年～１年）
研修対象の行員は地元に戻り、各種コミュニケーションツールやWeb会議などをフル活用して、情報
共有、進捗管理、１on１などで積極的に関わりながらリモート（自宅または自社）で業務を遂行する。
１～２か月に１回程度、ベンチャー企業へ出張することで、関係性を強化する。

Ⅲ．Ｗワーク
Ⅱの期間終了後に、３者（地域銀行・行員・ベンチャー）の合意の上、行員とベンチャー企業が業務
委託契約を結び、業務を継続して行う（ベンチャー企業は対価を個人に支払う）。
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